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いきいき体操でますます元気に
（いきいき体操実践者アンケート）



リラックス＆り』9しッシュ
いきいき館撮で・ますます祀匿に

い
き
い
き
体
操
は
、
の
ば
す
・
ま
げ
る
・
ま
わ
す
の
3

つ
の
運
動
を
、
郷
土
の
民
謡
「
大
洗
音
頭
」
に
の
せ
て
心

い
や

と
体
の

『癒
し
・
ほ
ぐ
し
』
を
め
ざ
す
体
操
で
す
。

、ノ

▲ゆっくら健康館で行われた朝のいきいき会 （平成11年9月～11月まで実施）

（） 
平
成
11
年
9
月
か
ら
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
で
い
き
い
き
体
操
を
実
践

し
た
「
朝
の
い
き
い
き
会
」
が
2
ヶ
月
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
も
有
志
の
方
々
が
、
自
分
た
ち
の
手
で
体
操
を
続
け
て
い

き
た
い
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
近
所
の
空
地
な
ど
で
続
け
て
い
ま
す
。
今

年
度
に
入
り
和
銅
地
区
・
松
川
地
区
で
も
始
ま
り
、
今
で
は
、
町
内

の
12
ヶ
所
で
約
3
5
0
人
が
毎
朝
体
操
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
2
月
11
日
に
は
磯
節
全
国
大
会
決
戦
会
に
お
い
て
、

浜
久
美
子
さ
ん
の
大
洗
音
頭
に
合
わ
せ
て
い
き
い
き
体
操
を
披
露
す

る
な
ど
活
躍
の
場
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ろ
が
る
い
き
い
き
体
操
の
輪

平
成
10
年
10
月
、
大
洗
町
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
検
討
さ
れ
た
の
が
「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
ひ
と
り
で

も
」
と
い
う
手
軽
さ
、
適
度
な
刺
激
や
爽
快
感
、
そ
し
て
各
自
の
身

体
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
に
応
じ
て
ア
レ
ン
ジ
で
き
る
「
自
由
さ
」
を

持
っ
た
体
操
の
作
成
で
し
た
。
茨
城
女
子
短
期
大
学
の
野
田
文
子
教

授
の
指
導
・
監
修
の
も
と
検
討
を
重
ね
、
完
成
し
た
の
が
「
い
き
い

き
体
操
」
で
す
。

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
で
き
る
自
由
な
体
操
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◄

和
銅
い
き
い
き
会

いきいき体操実施場所

和銅いきいき会

和銅児童公園
6:30~ 

祝町いきいき会

祝町小校庭
7:00~ 

桜道いきいき会

桜道公園
7:00~ 

永町いきいき会

永町駐車場
7:10~ 

堀割いきいき会

堀割集会所前
7:00~ 

一＊ 

明神町いきいき会
明神町集会所脇公園

6:30~ 

大貫いきいき会
山本宅横埋立地

7:30~ 
（
 

松川いきいき会
松川集落センター

6:30~ ＊ 

諏訪いきいき会

諏訪神社
7:00~ 

2丁目いきいき会
君十駐車場
6:30~ 

◄

松
川
い
き

い
き

会

夏海いきいき会

池田商店横駐車場
6:30~ 

現
在
、
町
内
12
ケ
所
で
毎

朝
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

参
加
こ
希
望
の
方
は
、
直

接
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
係

6
(
2
6
6
)
1
0
1
0
 

大
洗
町
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ

ン
策
定
委
員
会
発
足

茨
城
女
子
短
期
大
学
野
田
教
授
の
指
導
・
監

修
を
受
け
作
成

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

で
完
成
披
露

9
月
1
日
＼
10
月
31
日

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
で
朝
の
い
き
い
き
会
開
催

（
毎
朝
約
2
0
0
人
が
参
加
）

そ
の
後
、
町
内
各
地
で
、
有
志
に
よ
る
い
き
い

き
会
が
発
足
（
二
丁
目
・
明
神
町
・
永
町
・
桜

道
・
東
光
台
・
大
貫
・
堀
割
・
諏
訪
）

12
年
9
月
1
日
夏
海
地
区
で
い
き
い
き
体
操
始
ま
る

9
月
18
日
祝
町
地
区
で
い
き
い
き
体
操
始
ま
る

12
月
8
日
ひ
た
ち
な
か
保
健
推
進
員
が
視
察
に
訪
れ
、
意

見
交
換
会
開
催

13
年
2
月
1
日

第

22
回
磯
節
全
国
大
会
（
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
）
で
浜
久
美
子
さ
ん
の
唄
に
合
わ
せ
て
い

き
い
き
体
操
披
露

和
銅
地
区
で
い
き
い
き
体
操
始
ま
る

松
川
地
区
で
い
き
い
き
体
操
始
ま
る

ほ
か
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

・
学
校
・
事
業
所
で
紹

介
・
実
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

6
月
ー
日

5
月
13
日

3
月
18
日

1
年
2
月

10
年
10
月

い
き
い
き
体
操
の
あ
ゆ
み

‘、
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いさいき体操実践者アンケート（回答124件）

80代
1% 

アンケート回答者年代別グラフ

1.  

)％ 40代
~ 1% 

50代
8% 

90代
1% 

(） 

60代
30% 

男女構成比

男性 22% 女性 78%

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

60
歳
以
上

の
方
々
が
い
き
い
き
体
操
に
多
く
参
加
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
い
き
い
き
体
操
が
高
齢
者
に
も
無
理
な

く
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
毎
朝
の
体
操
に
よ
り
「
食
事
が
お
い
し
く

な
っ
た
」
「
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る
よ
う
に
な
っ
た
」

等
の
結
果
が
で
ま
し
た
。

医
療
機
関
へ
の
「
通
院
回
数
が
減
っ
た
」
人
が

31
％
も
い
た
こ
と
、
「
友
達
が
で
き
た
」
「
気
持
ち
が

明
る
く
な
っ
た
」
と
い
う
心
の
変
化
が
生
ま
れ
た
人

が
多
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

いきいき体操を続けてみて変わったところは？ （複数回答）

し）

友達ができた

食事がおいしくなった

気持ちが明るくなった

よく眠れるようになった
ゃゎ

肩こり・腰・ひさの痛みが和らいだ

風邪をひかなくなった

体力がついた

疲れにくくなった

血圧が下がった

外出がおっくうにならなくなった

78 (%) 

75 

71 

69 

64 

62 

59 

48 

27 

23 

体操を始めてから医療機関への通院回数

は変わりましたか？

変わらない

減った

医療機関へは元々通っていない

増えた

ヽ`
ノ％
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［ いきいき体操 1番 ］ 
｝前春

12345678 12345678 1234567 8 1234567 8 
■その場で ■その塔で ■両手を横で ■両手を横で

リズムとり 足踏み 左回り 右回り
※リラックスして 来リズミカルに ※波のイメージで
準備I

”‘ァー ｝沖の日の 出～と )大洗様 9さ～～～
■準備の姿勢 1-2-3・4 5-6-7・8 l ・2・3・4 5・6-7・8 
◇両手を腰の後ろ ■首を後ろに曲げる ■正面に戻す ■首を前に曲げる ■正面に戻す
◇足は腰幡に開く

｝波を1ささんで差し向い ）い～モにやしぷ～き～の

1 ・2・3・4・5・6・7・8 1 ・2・3・4・5・6・7・8 
■首を大きくゆっくり左回し ■首を大きくゆっくり右回し

｝硼1こゃしぶき～の～ ｝虹 がたつ～ ～` ／し

1 ・2 3-4・5・6 7・8 1 ・2 3・4・5・6 7・8 
■足を肩幅に ■右手を左足首に ■正面に ■手を巳で ■左手を ■正面に戻す
開いて ※左手を上に 2回 右足首に
手を記で2回 引き伸ばす ※軽やかに ※右手を上に

｝ドントいントコイドントコイ～ ）ドント瀾Tつ ｝ネおおあ～ら～い～

l ・2・3・4・5・6・7・8 
■左の肩たたき
※首を右に傾ける

l ・2・3・4 
■手を脇で4回

(5) 広報おおあらい 2001.7.3 

l ・2・3・4・5・6・7・8 
■右の房たたき
※首を左に傾ける

いさいき体操に参加して
（参加者の声）

•気持ちが明るくなり体操が楽しい

(50代・女性）

●毎朝いきいき体操をすると一日中体が軽く

なります。小鳥のさえすりに耳をかたむけ

青空を眺める、こんな時間が毎日あること

は幸せです (50代・女性）

•人とのふれあいが多くなり、会話も増え、

明るくなった (60代・女性）

•いままでとそんなに体の変化はないけれど、

朝体操に行かなきゃと思うと気持ちが違う

(60代・女性）

•あまり話しをしなかった方に会えば、色々 （ 
な情報が入る。コミュニケーションの場に

もってこい (60代・女性）

•皆さんに励まされるが、特に小学 5 年生の

参加者には大きく大きく励まされる

（一老人）

•気持ちに張りができた (70代・女性）

•一日気持ち良く暮らせます

(90代・女性）

•おじさん、おばさんと一緒に体操をして毎

日たのしいです (9歳・男性）

•家にこもりがちでしたが、外にでるように

なった (60代・女性）

•60代になると、家に閉じこもる人もいて、 (. 

暗い気持ちになっている人も多いようです。

みんなに声をかけて明るい生活を送れるよ

うになったかな (60代・女性）

• 3日坊主と家族は言ったけれと毎日続いて

ます。スポーツ根性でこれからも巨人の星

めざしてがんばる (60代・女性）

•男性の方に参加して欲しい

(70代・女性）

•健康を願う集いにパワーを感じる

(60代・男性）、

•関節の痛みがなくなりつつある

(70代・男性）

•若返りました (80代・男性）

●毎朝決まった時間に起きる習慣ができた

(80代・男性）



(_） 

大
洗
町
名
誉
町
民
、

大
洗
町
名
誉
町
民
、
元
大
洗
町
長
加

藤
清
さ
ん
（
享
年
95
歳
）
が

5
月
30
日

12
時
3
分
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
は
、
町
村
合
併
に
よ
り
大

洗
町
の
初
代
町
長
と
し
て
当
選
、
昭
和

29
年
12
月
か
ら
昭
和
53
年
12
月
に
勇
退

さ
れ
る
ま
で
の
6
期
24
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
振
興
に
情
熱
を
傾

け
て
、
大
洗
町
の
発
展
と
町
民
生
活
の

向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

大
洗
港
の
建
設
や
現
在
の
大
洗
鹿
島

線
、
当
時
国
鉄
鹿
島
線
の
敷
設
に
も
力

を
注
が
れ
、
桜
道
地
区
に
於
い
て
鉄
道

敷
設
、
大
洗
駅
舎
の
建
設
と
併
せ
て
、

町
と
し
て
初
め
て
の
土
地
区
画
整
理
事

業
を
導
入
施
行
し
、
そ
の
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
洗
と

那
珂
湊
を
結
ぶ
新
海
門
橋
の
架
橋
に
つ

い
て
県
な
ど
に
強
く
要
望
、
日
本
道
路

公
団
の
手
に
よ
っ
て
建
設
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
原
子
力
研
究
施
設
の
立
地
を

い
し
す
え

町
発
展
の
礎
を
築
く
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日
常
生
活
を
お
く
る
う
え
で
必
要
不

可
欠
な
水
道
・
ゴ
ミ
処
理

＇
し
尿
処
理

施
設
の
建
設
な
ど
、
生
活
環
境
の
改
善

に
取
組
み
、
そ
の
他
、
健
康
と
安
全
を

守
る
た
め
に
県
下
に
先
が
け
て
の
保
健

セ
ン
タ
ー
の
建
設
や
自
然
災
害
と
火
災
、

そ
し
て
救
急
体
制
の
確
立
を
し
て
住
民

の
生
命
財
産
を
守
る
た
め
消
防
＇
防
災

体
制
を
よ
り
強
力
な
も
の
と
す
る
為
に

常
設
消
防
署
を
設
置
す
る
な
ど
町
民
の

健
康
増
進
と
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り

加
藤
さ
ん
は
町
長
時
代
、
大
洗
町
生

活
改
善
運
動
と
し
て
葬
儀
の
簡
素
化
な

ど
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
「
質
素
な
方

法
を
も
っ
て
送
っ
て
欲
し
い
」
と
お
っ

し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

故
人
の
意
思
を
尊
重
し
、
町
葬
は
行

わ
す
、
大
洗
町
斎
場
に
お
い
て
葬
儀
、

告
別
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
を
は
じ
め
公
職
関
係
者
な
ど
多

く
の
方
々
が
参
列
し
、
常
に
温
厚
に
し

て
実
直
な
お
人
柄
を
偲
ん
で
い
ま
し
た
。

し
の

住
み
や
す
い
町
づ
く
り
へ
の
実
直
な
人
柄
を
偲
ぶ

取
組
み

誘
致
、
日
本
原
子
力
研
究
所
大
洗
研
究

所
、
動
力
炉
核
燃
料
開
発
事
業
団
の
立

地
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
県
立
大
洗
高
校
の
開
校
な
ど

教
育
の
振
興
に
も
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
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大洗町名誉町民、元大洗町長 故加藤清先生が

去る5月30日にこ逝去されました。

大洗町名誉町民であります先生のこ葬儀につき

ましては、本来町葬をもって弔意を表すべきとこ

ろでありますが、 生前、 「自分が世を去るときは決

して特別なことは行わす、質素な方法をもって送

って欲しい」との故人の遺志を尊重し、加藤家の

葬儀として執り行われました。

大洗町斎場においての通夜、告別式には、公職

関係者や多くの町民の方々が参列され、別れを惜

しまれました。

先生は平素から常に温厚にして実直なお人柄で

あり、永きに亘り温かいこ指涵を賜り、心より尊

敬を申し上げておりました。私の助役就任時には

「新らしく 開けし道を歩む君海は光て春の陽

高し」の句をもってこ激励を賜り、また町長に就

任した折にも「嘗ての日 我の押したる公印を

君押すならむほほえみつつ」と喜び激励を頂いた

ことが思い出されます。お宅をお尋ねするたび、

「町は大丈夫か、心配するようなことはないか」と常に町のことを

気にかけ、「大丈夫です」との答えに安心感を覚える笑顔を見せて

くださいました。先生と永遠のお別れにあたり万感こもこも胸に迫

ります。

24年間の永きに亘りひたすら町を愛し誠実にして情熱をもって

我が郷土の発展と町民の福祉向上のために誠心誠意ご尽力されたそ

のこ功績は大洗町の歴史に刻まれ永遠に消えることはなく、先生か

ら永い間に亘りご指羽を賜った、数々の行政における思い出は私の

脳裏から離れることはありません。

先生は「大洗よ、常に若く、常に清く、常に正しく、健康で平和

であるように」と町長離任のあいさつの中で話されました。この言

葉を心に刻みその意を貫き、町民の皆様とともに更なる大洗町発展

のため全力を傾注してまいります。

町
の
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

活
躍
す
る
ポ
ー
ト
フ
レ
ン
ズ
大
洗
の
審

査
会
が
6
月
17
日
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
ま
で
は
、
ミ
ス
ポ
ー
ト
大
洗
の

名
称
で
未
婚
の
女
性
の
み
を
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
「
ポ
ー
ト
フ

レ
ン
ズ
大
洗
」
と
改
称
し
、
男
女
、
未

婚

・
既
婚
を
問
わ
す
募
集
し
ま
し
た
。

小
谷
町
長
や
小
野
瀬
克
好
青
団
連
会

長
な
ど
9
名
が
表
情
や
大
洗
町
の
観
光

00 

P
R
な
ど
を
審
査
し
、
次
の
3
名
に
決

定
し
ま
し
た
。

菊
川
智
子
さ
ん

（
大
洗
町

．
写
真
中
）

選
ば
れ
て
嬉
し
さ
と
不
安
が
入
り
ま

じ
っ
て
い
ま
す
。
町
に
貢
献
で
き
る
よ

う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

飛
田
か
お
る
さ
ん

（
東
海
村

・
写
真
左
）

母
の
実
家
の
あ
る
大
洗
町
に
は
子
ど

も
の
頃
か
ら
よ
く
遊
び
に
き
て
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
大
洗
町
の

魅
力
を
知
ら
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

し
の

大
洗
町
名
誉
町
民

故
加
藤
清
先
生
を
偲
ぶ

大
洗
町
長

小
谷
隆
売 （

 

◎
l

ポ
ー
ト
フ
レ
認
芦
鰭
定

福
田
佐
和
子
さ
ん

（
大
子
町

．
写
真
右
）

選
ば
れ
た
3
名
で
協
力
し
て
大
洗
町

を
P
R
し
て
い
き
た
い
で
す
。
2
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

町
統
計
調
査
員
松
本
宏
子
さ
ん

は
、
昭
和
52
年
か
ら

23
年
間
に
わ
た

り
町
の
統
計
調
査
員
と
し
て
各
種
統

計
調
査
に
従
事
、
特
に
平
成
12
年
の

国
勢
調
査
の
実
施
に
あ
た
り
、
そ
の

成
績
が
極
め
て
優
秀
と
認
め
ら
れ
、

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

こ
。

ナー 町
統
計
調
査
員

松
本
宏
子
さ
ん

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

地
域
の
更
生
保
護
に
功
績

川
崎
義
男
さ
ん

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

「
社
会
を
明
る
＜
す
る
運
動
」
は
、

す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に

お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

大
洗
町
に
お
い
て
も
、
大
洗
町
社
会

を
明
る
＜
す
る
運
動
実
施
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
実

施
、
大
洗
駅
前
な
ど
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
、
広
く
町
民
の
皆
さ
ん
に
更

生
保
護
の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
保
護
司
の
川
崎
義
男
さ

ん
（
新
町
2
区
の
ー
）
が
更
生
保
護
事

業
に
対
し
て
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
法

務
大
臣
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

保
護
司
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
無
給
・
非
常
勤
の
国
家
公
務
員
で

す
。
地
域
社
会
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ

保
護
観
察
を
受
け
て
い
る
人
と
接
触
を

保
ち
、
生
活
状
況
を
把
握
し
た
上
で
立

ち
直
り
に
必
要
な
指
導
や
家
族
関
係
、

就
学

・
就
業
な
ど
の
調
整
、
問
題
解
決

の
た
め
の
助
言
を
す
る
な
ど
活
動
は
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
環
境
調
整
や
犯
罪
予
防
活
動

に
お
い
て
も
地
域
の
中
心
と
な
り
｀
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

7
月
は
「
社
会
を
明
る
＜

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

‘、
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歌
壇

（
 

み
ん
な
の
ひ
ろ
は

し
お

白
熱
の
議
論
も
霊
き
て
戸
を
繰
れ
ば
潮

さ

い

あ

り

そ

騒
高
く
荒
磯
し
ぐ
る
る

海
遠
く
白
く
光
り
て
保
育
所
の
春
の
歌

声
丘
に
流
る
る

く
ら

海
昏
く
夜
潮
高
ま
る
岸
壁
に
フ
ェ
リ
ー

船
室
の
春
の
灯
か
が
や
く

ら
ん
じ
ょ

う
る
り
い

ろ

•

藍
腟
の
海
瑠
璃
色
の
空
を
裁
り
潮
騒
冬

の
海
に
高
鳴
る

収
穫
は
二
割
の
減
と
口
重
く
農
家
の
友

く
ろ

は
田
の
畦
の
仔
つ

故

加

藤

清

先
の
日
、
逝
去
さ
れ
た
加
語
先
生
の

歌
集
ー
水
高
短
歌
会
ー

「歌
は
ば
や
』

よ
り
五
首
選
出
さ
せ
て
頂
い
た
が
、
い

す
れ
も
町
長
現
職
時
代
の
御
苦
難
も
含

め
て
の
お
作
で
あ
る
。
更
に
、
「
曾
て

の
日
吾
の
押
し
た
る
公
印
を
君
お
す
な

ら
む
ほ
ほ
ゑ
み
つ
つ
」
と
曾
て
の
部
下

で
あ
っ
た
現
小
谷
町
長
へ
の
懐
古
の
歌

は
先
に
記
し
た
こ
と
で
も
あ
る
。
追
惜

の
情
し
き
り
、
御
冥
福
を
切
に
祈
り
上

げ
る
。

も
り

と

障
害
者
施
設
の
杜
を
訪
い
く
れ
ば
し
き

り
に
透
る
鴬
の
声

桜
道
三
区
田
部
田
安
太
郎

ほ

と

と

ざ

す

さ

い

り

い

〔評
〕
杜
鶉
ま
で
街
中
に
聴
け
る
は
幸
。

「
ヨ
イ
コ
ラ
シ
ョ
」
と
思
わ
ず
出
で
し

ひ
と
言
に
顔
見
合
せ
り
老
の
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ

●
勝
山
一
美
選

南
清
水

＿
区

広

木

チ

イ

〔
評
〕
初
句
に
年
齢
が
出
て
く
る
歌
。

麦
笛
を
吹
き
た
く
な
り
て
出
で
来
た
る

広
き
畑
に
風
吹
き
渡
る

祝

町

二

区

吉

川

和

〔
評
〕
上
の
句
に
気
分
が
出
て
い
る
。

川
に
沿
う
桜
並
木
の
暮
れ
な
ず
み
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
に
花
か
が
よ
え
り

蔵
前
―
二
区

鴨

川

靖

〔
評
〕
夜
桜
の
景
が
目
に
見
え
て
く
る
。

雨
止
み
て
緑
深
ま
る
木
陰
よ
り
一
声
徹

る
春
告
ぐ
る
鳥仲

町
四
区
庄
司
千
代
子

春
告
ぐ
る
鳥
は
鴬
の
こ
と
。
佳

〔評〕
作。ウ

オ
ー
キ
ン
グ
の
朝
の
日
う
け
て
早
苗

田
も
歩
け
歩
け
と
し
き
り
に
蔽
ぐ

寺
釜
九
区

ーニ
村
住
江

〔
評
〕
自
然
の
空
気
は
す
ば
ら
し
い
。

濃
く
淡
＜
緑
写
し
て
涸
沼
川
満
々
と
し

あ
し
た

て
流
る
る
朝

前

原

一

区

堀

野

満

穂

〔
評
〕
自
然
を
見
つ
め
た
写
実
詠
゜

ゆ
く
り
な
く
娘
と
の
通
話
に
入
り
来
し

加
州
の
風
の
揺
ら
す
風
鈴

船
渡
三
区
照
沼
と
よ
子

〔
評
〕
外
国
よ
り
の
風
鈴
に
情
趣
が
あ

る
。

成
人
の
孫
の
画
け
る
か
す
み
草
花
と
り

ど
り
に
あ
ふ
る
る
ば
か
り

永

町

四

区

川
上

ひ
さ

〔
評
〕
こ
の
作
者
は
上
達
が
速
い
。

急
坂
を
登
り
つ
む
れ
ば
町
並
の
先
に
遥

あ
お

か
な
碧
き
海
見
ゆ

永
町
一
区
高
崎
夫
左
江

〔
評
〕
下
の
句
よ
く
捉
え
詠
ん
で
い
る
。

田
に
近
く
家
を
建
て
た
る
人
の
ゐ
て
蛙

嗚
く
夜
を
か
ま
び
す
し
と
い
ふ

祝
町

＿
区

佐

藤

毅

〔
評
〕
実
際
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
歌
。

つ
●

亡
き
夫
の
好
み
し
牡
丹
紫
の
重
き
醤
を

風
に
ゆ
ら
せ
て祝

町

五

区

石

澤

き

み

〔
評
〕
牡
丹
に
寄
せ
て
夫
を
想
う
夜
。

シ
ク
ラ
メ
ン
の
鉢
植
の
花
散
ら
し
つ
つ

軒
賑
わ
え
り
彩
と
り
ど
り
に

新
町
九
区
大
森
や
よ
子

〔
評
〕
手
堅
い
詠
み
を
も
つ
作
者
。

渚
辺
の
小
石
は
な
べ
て
丸
味
帯
び
荒
き

波
涛
に
修
業
さ
れ
し
か

永

町

十

六

区

身

内

ゆ

み

〔
評
〕
永
い
年
月
を
経
た
小
石
た
ち
。

し
づ
も
れ
る
寺
の
裏
庭
あ
じ
さ
い
の
雨

に
濡
れ
つ
つ
い
て
あ
ざ
や
け
し

永

町

二

区

田

山

り

ゑ

〔
評
〕
白
紫
淡
紅
と
変
現
の
花
で
あ
る
。

獣
め
く
匂
い
ひ
す
が
ら
立
た
し
め
て
雨

う
ず
く
ま

降
る
小
屋
に
犬
裾
る

成

田

町

大

野

恵

美

〔
評
〕
終
日
の
雨
に
犬
も
お
と
な
し
い
。

半
日
を
か
け
て
一
首
の
歌
詠
む
に
い
か

ほ
ど
の
わ
が
思
い
ぞ
込
む
る

新

町

六

区

関

根

秀

子

〔
評
〕
歌
心
に
つ
い
て
教
ス
ら
れ
る
歌
。

年
寄
り
の
集
り
に
み
な
歳
よ
り
も
若
く

て
吾
も
交
わ
り
て
お
り

寺
釜
十
二
区
小
野
瀬
イ
シ

人
の
逝
き
て
久
し
く
人
の
住
ま
ぬ
庭
木

蓮
白
く
花
を
つ
け
お
り

寺
釜
九
区

加
部
東
ふ
み

（
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「サーファーたち」

おぽろ

「磯浜朧」 橋本

郡司 浩行

大
紐
の
日
季

t
'テ
t匝

C) 

三ヽ
カロ‘ヽ

nn, 

＿、
- ＼ 麗

みすの こうへい

水野 浩平＜ん・ かなちゃん

（金沢町5区 6歳6ヶ月 ・1歳llヶ月）

お父さん 重信 お母さん 由紀子

「いつも兄妹仲良くしてね。」

ァ
イ
ド
ILI・

かもしだ ひろあき

鴨志田浩彰＜ん

（新町6区のl 0歳10ヶ月）

お父さん 浩之 お母さん 広子

「トマトとお風呂とお兄ちゃんたちが大好き

な我が家の三男坊。元気に育ってね！」

（
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大洗の鉄人、現る

ヽ`

5月27日に開催された「2001潮来トライアスロン全国大会」
0ろかつ

一般男子の部で、当町出身の田山寛豪さん（流通経済大2年）が、

見事に優勝を勝ち取りました。

ー トライアスロンをはじめたき っかけは？

「大洗高2年の時に駅伝のメンバーに選ばれて陸上部に入ったん

ですが、そこで罷問の小沼先生に 「田山、 トライアスロンやって

みないか、一緒にオリンピソク目指そうjと言われて、その気に

なってしまいました。」

一良かったこと、つらかったことを聞かせてください。

「良かったことは、海外遠征で世界中に友人ができたことです。

スポーツをとおすと国籍とか言葉とか関係ないんですよ。つらい

思いはあまりしていないです。たしかに練習はキツイんですけど、

悩勝したりするとつらさも吹き飛んでしまうんで。」

ー田山君の後に続く後輩たちに一言。

「大洗は海もあるし国道もあって、水泳にも自転車の練習にも適

した場所だと思います。一見キツそうだけどやってみると楽しい

んで、ぜひ挑戦してみてほしいです。」

若干19歳の鉄人は気さくな好青年でした。

叩
l

‘̀ 

，・一‘---, 了 .... 

...那珂町少年野球大会で見事優勝

春季野球大会
［スポ少活躍！】

5月3~5日におこなわれた第16回那珂町少年野球

大会で、大洗野球スポーツ少年団が優勝しました。

35チームによるリ ーグ戦で5試合を戦い、全試合で

先取点をとる危なげのない試合運びを見せてくれまし

た。また、 5月12、13日におこなわれた第26回茨城

県学童野球水戸地区大会 （マクドナルド杯）では、予

選ブロックを勝ち進み県大会出場を決めています。

［町民野球】

5月6、13、20日におこなわれた第26回春季町民

野球大会では、 17チームが熱戦をくりひろげ、商工

会アンタラーズが2連覇を果たしている昨年の覇者コ

ナウィンズを破り、見事優勝に輝きました。

2001.7.3 広報おおあらい (l 0) 



いきいき体育祭
6月 1日、総合運動公園体育館で身体障害者と

60歳以上の方々による、第30回いきいき体育祭

が開催され、保育園児も参加したドンドン投げや

大玉ころがしなど全7種目がおこなわれました。

昨年好評だったうなぎつかみは、ヌルヌルと逃げ

るうなぎに今年もみなさん苦戦していたようで

す。休憩には、中国大雑技の余興があり、会場に

は歓声が饗いていました。

交通安全子ども
自転車水戸地区大会
6月13、14日内原町健康増進センターにおいて水戸署管

内の5町村の小学生による、交通安全子ども自転車水戸地区

大会が開かれました。交通規則や道路標識の知識を問う学科

と運転技術や安全確認の正確さを競う実技に、みんな真剣に

取り組んでいました。団体の部では磯浜小Aが1位、磯浜小B

が2位、祝町小が3位に入賞しました。みんなで交通）レール

を守り、事故のない町を目指していきたいですね。

(l l) 広報おおあらい 2001.7.3 

マリンタワーに
300万人目のお客様
6月12日に大洗マリンタワーは入館者300万人目のお客様

を迎えました。昭和63年lO月18日にオープンしてから 12年

8ヶ月での達成です。記念すべきそのお客様は、千葉県にお住

まいの深山正巳さん。深山さんは、現在ボストンにお住まいの

娘さんとお孫さんが里帰りされたのを機会に、ご家族と大洗に

観光に来られたそうです。突然の拍手と「おめでとうこざいま

す」の声に、多少とまどいながらも「大洗へは何度か来たこと

はありますが、マリンタワーは初めて来ました。自分が300万

人目だとは感激です。」と駕きを隠せないこ様子でした。

▲磯浜小と祝町小が1位から3位までを独占

゜



夏
休
み
は
、
子
ど
も
た
ち
が
料
理
作

り
に
親
し
む
絶
好
の
機
会
で
す
。
子
ど

も
の
頃
の
食
べ
方
や
生
活
習
慣
は
、
将

来
の
健
康
に
大
き
く
影
響
し
て
き
ま

す
。
子
ど
も
と

一
緒
に
料
理
を
作
り
、

楽
し
い
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

調
理
品
／
手
作
り
ウ
ィ
ン
ナ
ソ
ー
セ
ー

ジ
、
ド
ラ
イ
カ
レ
ー

日
時
／
8
月
4
日
（
土
）

午
前
9
時

1
午
後
ー
時

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
栄
蓑
指
導
室

対
象
／
町
内
居
住
の
方
（
先
着

24
名）

用
意
す
る
も
の
／
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、

筆
記
用
具

申
込
み
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
増
進
係

6

(
2
6
6
)
l
o
l
o
 

フ
ァ
ミ
リ
—
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
参
加
者
募
集

らしの情報
INFORMATION 

大洗町役場合267-51l l 

ヽ`

採
用
人
数
／
事
務

受
験
資
格
／

①
昭
和
50
年
4
月
2
日
＼
昭
和
55
年
4

月
ー
日
生
ま
れ
で
、
大
学
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
の
人
。

②
昭
和
53
年
4
月
2
日

1
昭
和
57
年
4

月
1
日
生
ま
れ
で
、
短
大
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
の
人
。

③
昭
和
56
年
4
月
2
日
＼
昭
和
58
年
4

月
ー
日
生
ま
れ
で
、
高
校
卒
業
ま
た

は
卒
業
見
込
の
人
。

試
験
日
／
9
月
16
日
（
第
ー
次
試
験
）

試
験
場
所
／
茨
城
大
学

受
付
期
間
／

7
月
2
日

S
8
月
1
日

（
必
着
）

問
合
せ
／
総
務
課
総
務
係（

内
線

2
3
l
)

消
防

若
干
名

福
祉
作
業
所
ワ
ー
ク
ス
「
し
お
か
ぜ
」

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
自
分
の
都
合
の
良
い
日
、
良

い
時
間
で
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
み
な

さ
ん
の
あ
た
た
か
い
こ
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

作
業
日
時
／
月
曜
日

1
金
曜
日

午
前
9
時
＼
午
後
5
時

作
業
内
容
／
タ
オ
ル
ハ
ン
ガ
ー
、
雑
巾
、

巾
着
、
ふ
き
ん
の
ミ
シ
ン

が
け
等

問
合
せ
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(2
6
6
)
3
0
2
l
 

大
洗
町
職
貴
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

お
願
い
し
ま
す

開
設
期
間
／
7
月
21
日
（
土
）

1

8
月
25
日
（
土
）

＊
最
終
日
は
午
前
中
の
み

開
設
時
間
／
午
前
9
時
＼

午
後
4
時

30
分

＊
荒
天
時
に
は
｀
閉
鎖
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

（
内
線

3
5
8
)

町
営
プ
—
ル
の
開
設

2001年大洗の夏まつり

‘、

0町内在住の小中学生・保育所

幼稚園児は無料です。

〇付き添いの保護者は入場料がか

かります。

詞町外のみ
愚望 区

般

分

l 

F； i >[ 個
4 

昌 人

l l 2 2 
器~ 塁~ l 

>>>畠

入場料

イベント名 開催日 開催場所 備 考

2001年 7月28日（土） 大洗 約200組が出場。ジャバンピーチ

ピーチバレーin大洗 29日（日） サンビーチ
トーナメント、ピーチジャバンレデ

ィーストーナメントが開催されます。

大洗海上 7月28日（土） 大洗 約3,000発の打ち上げ。終盤の

花火大会 19 30~21 00 サンビーチ
尺玉70速発、ジャンボスターマイ

ンと2尺玉が見どころです。

“みんなで踊ろう＂ 8月5日（日） 大洗マリンタワー前 誰でも自由に参加できます。コン

盆踊りのタベ 18 00~27 ・00 芝生広場
テスト形式で開催します。

クルーザーヨット サンピーチ沿に設定されたオリン

レース大会
8月12日（日） 大洗マリーナ沖 ピックコースを想定してのヨットレ

ース。

神事8月25＿日（＿土） -大洗_磯前神社

八朔祭 8月25日（土）
全町内

歩大行口者商天店国街2）6磯日（曲松、永町髭釜、

26日（日）
） 節バレード、山車

巡行、神輿渡御、ほか各種イペント

ポディポード 8月26日（日） 大洗 ポディポードコンテスト（オープンク

カーニバルin大洗 7 30~16 00 サンビーチ
ラス、ピギナークラス）バドリングポ

ディポードリレー、ポディポード教室

◎海水浴場安全祈願祭 7月l9日（木） 10:00 大洗サンビーチ海水浴場
◎海水浴場開設期間 7月20日（金）～8月19日（日）の31日間
問合せ商工観光課（内線331)

中
学
生
以
下

(
5
歳
児
以
上
）

の
町
民
に
、
海
に
親
し
む
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
大
洗
サ
ン
ビ
ー

チ
町
営
駐
車
場
の
無
料
券
を
学

校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
を
通
じ
て

配
布
い
た
し
ま
す
。

(1
世
帯
に

つ
き

2
枚
）
ま
た
、
町
外
の
小
中

学
校
お
よ
び
幼
稚
園
、
保
育
園
に

通
う
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の
町
民

の
方
は
商
工
観
光
課
（
内
線

3
3

2
)
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

親
子
ふ
れ
あ
い
事
業

無
料
駐
車
券
の
配
布

駐車料金

サン大ピ洗ーチ 大洗海岸

大型車 3,000円 2,390円

中型車 1,300円 990円

普通車 1,000円 780円

二昔亘 • 原付 400円 320円

有
料
駐
車
場

大
洗
海
岸
県
営
駐
車
場

大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ
町
営
駐
車
場

有
料
期
間

7
月
20
日
（
金
）
＼

8
月

19
日
（
日
）

＊
花
火
大
会
当
日
は
、

21
時
ま
で

有
料
（
大
洗
サ
ン
ビ
ー
チ）

夏
期有

料
駐
車
場
の
開
設

2001.7.3 広報おおあらい (12) 



紙しばいや絵本 、ものが

たリなど、楽しくゆかいな

『おはなし王国』にみんな

であそびにきてね。

場所／中央公民館入口

「ジャランジャラン」

日時／8月2日・ 9月6巳

10月4日・ 11月6日

1月10日2月7日

3月ワ日

午前11峙～

午前11時30分

おはなしの会「松ぽっくり」

¥)サイワl
しツ＼J-
大唆勇

ジャ ランジャ ランに飾ら

れているリ サイクルツリー

が「七夕」バージョンに変身

しました。

短冊に顆いごとを書いて、

みんなで七夕かざリをかざ

ってください。

展示期間／6月11日～

7月30日

!ì
4"lu"、吐さ‘賓拉く

＂ゥ
t
t
‘
i
臭̀

”f9¢
夕
み

-iii'村
が
｀
と
｀
＞
文

A
・
ャ
叫

t

`
rJ
;`
は
そ
i
t
p
t
t
}

国
保
税
は
、
昨
年
中
の
所
得
と
今
年

度
の
璽
疋
資
産
税
を
基
準
に
し
て
、

8

月
に
確
定
し
ま
す
。
所
得
の
申
告
を
し

て
い
な
い
と
減
額
制
度
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
の
で
、
収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら

す
必
す
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
減
額
制
度
】

納
税
義
務
者
（
世
帯
主
）

お
よ
び
世
帯
に
屑
す
る
被
保
険
者
の
前

年
中
の
所
得
の
合
算
額
が
33
万
円
以
下

の
場
合
は
、
国
保
税
の
均
等
割
額
と
平

等
割
額
の
6
割
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
所
得
の
合
算
額
が
、

33
万
円
に
世

帯
主
以
外
の
被
保
険
者
l
人
に
つ
き
24

万
5
千
円
を
加
え
た
額
よ
り
少
な
い
場

合
は
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
4
割
が

国
民
年
金
で
は
、
全
て
の
被
保
険
者

を
年
金
保
険
料
の
納
め
方
に
よ
り
次
の

3
種
類
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

【第
1
号
被
保
険
者
】

自
営
業
や
学
生
の
方
で
、
役
場
か
ら

の
納
入
通
知
書
に
よ
り
保
険
料
を
納
め

ま
す
。

【第
2
号
被
保
険
者
】

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し
て

い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
給
料
か
ら
天

引
き
さ
れ
て
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

【第
3
号
被
保
険
者
】

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
第
2
号
被
保
険
者
）

の
夫
ま
た
は
妻
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配

偶
者

(20
歳
以
上
60
歳
未
満
）
は
、
夫

ま
た
は
妻
が
加
入
し
て
い
る
年
金
制
度

が
そ
の
保
険
料
を
負
担
す
る
の
で
個
別

に
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
13
年
中
に
、
家
屋
の
全
部
ま
た

は
一
部
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合
、

そ
の
家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
は
、

平
成
14
年
度
か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
「
家
屋
滅
失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
届
出
用
紙
は
、
税
務
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
内
線
ー
4

4

7
4
5
 

固
定
資
産
税
の

家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
の

減
額
制
度
に
つ
い
て

保
年

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
配
偶
者
は
国

民
年
金
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

険
金

減
額
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
国
民
健
康
保
険
係

（
内
線
ー
5
7
)

こ
の
第
3
号
被
保
険
者
と
な
る
に
は

役
場
・
国
民
年
金
係
へ
届
出
が
必
要
で

す
。
こ
の
届
出
は
、
夫
ま
た
は
妻
の
勤

務
先
で
行
わ
れ
る
被
扶
養
配
偶
者
の
認

定
手
続
き
に
よ
り
自
動
的
に
行
わ
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

2
年

以
上
届
出
が
遅
れ
る
と
、

2
年
を
過
ぎ

た
期
間
は
未
納
扱
い
と
な
り
、
年
金
を

受
け
る
と
き
に
不
利
に
な
り
ま
す
の
で

こ
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課
国
民
年
金
係

（
内
線
l
l
4
)

ゆっくら健康館送迎バス遷行表

C〉

し

ゆっくら健康館
からのお知らせ

夏休み期間中のお子さんの温水

プール利用については、次のとおり

です。

期間／7月29日（日）～8月31日（金）

※水曜日を除く

時間／午前10時～午後2時

スイムキャップが必要です。

浮き輪、遊具は持ち込み不可です。

身長120cm以下のお子さんは、

保護者の付き添いが必要です。

逸晶為偽迅晶偽晶晶逸

北内回りコース（第l・3月曜日）

ゆっくら健康館(9:30)→東浜住宅前(9:33)→明神町集会所前(9:36)→丸宗水産前(9:40)

→大漁鮨前 (9:42)→森屋菓子店前(9:44)→古関屋酒店前(9:46)→吉田屋前(9:48)→山

戸呉服店前(9:50)→すしや太海前 (9:52)→カノウヤ前(9:55)→歌楽茶屋前(9:57)→巴

屋運送店前(9:59)→茨城銀行前(10:02)→篠原医院入口 (10:04)→大貫宝飾店前(10:06)

→ゆっくら健康館(10:10)

南内回りコース（第2・4月曜日）

ゆっくら健康館 (9:30)→大川設備前 (9:35)→民宿ニューさかえや前(9:39)→喫茶ポケット

前 (9:41)→前原住宅前(9:45)→角ー集会所前(9:47)→小野瀬理容前(9:49)→あづきや

燃料店前(9:51)→三津屋酒店前 （9:53)→辰巳屋酒店前(9:55)→田山石油店前 (9:57)→

スパー大貫店前(10:01)→庄司工務店前 (l0:03)→糸部さん宅前 (l0:05)→白土工務店

前 (10:07)→居酒屋「蔵」前 (10:09)→平戸酒店前 (10:11)→岩城印刷前(10:13)→紀

の国屋前(10:15)→福本楼前(10:17)→日進旅館前(10:19)→ゆっくら健康館 (10:22)

＊帰りはどちらのコースも午後3時30分ころバスが出発し、

朝と同じ順路でお送りします。

(13) 広報おおあらい 2001.7.3 



介
護
慰
労
金
支
給
事
業
の

お
知
ら
せ

対
象
／
町
内
在
住
で
、
平
成
13
年
1
月

ー
日
1
1
2
月
31
日
の
間
に
金
婚

式
を
迎
ス
る
夫
婦
（
昭
和
26
年

1
月
1
日
1
1
2
月
31
日
の
間
に

婚
姻
さ
れ
た
方
）
。

*
-P籍
上
の
婚
姻
関
係
に
限
り
ま
す
。

申
請
／
申
請
用
紙
は
、
福
祉
課
・
民
生

委
員
宅
・
高
年
者
ク
ラ
ブ
会
長

宅
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限
／
8
月
3
日
（
金
）

選
考
／
申
請
書
受
理
後
、
審
査
に
よ
り

決
定
し
、

9
月
15
日
の
敬
老
会

で
表
彰
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線
ー

5
3
)

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
呆
性
高
齢
者

を
、
こ
家
庭
で
介
護
さ
れ
て
い
る
方
の

こ
労
苦
に
報
い
る
た
め
の
慰
労
金
を
支

給
す
る
事
業
で
す
。
平
成
13
年
度
の
支

給
条
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。

事
業
名
／
在
宅
介
護
慰
労
金
支
給
事
業

及
び
家
庭
介
護
慰
労
車
業

対
象
／
平
成
13
年
7
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
の
要
介
護
3
（
た
だ
し
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
み
）
お

よ
び
要
介
護
4
以
上
と
認
定
さ

れ
て
い
る
高
齢
者
を
在
宅
介
護

し
て
い
る
方
で
、

4
月
1
日
1

金
婚
式
（
結
婚
50
周
年
）

記
念
表
彰
の
お
知
ら
せ

（
 

人
権
に
関
す
る
も
め
こ
と
、
悩
み
こ

と
な
ど
を
解
決
す
る
た
め
の
相
談
で
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
。
お
気
軽
に
こ

相
談
く
だ
さ
い
。

日
時
／
7
月
26
日
（
木
）

午
前
10
時
＼
午
後
3
時

場
所
／
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

相
談
員
／
弁
護
士
（
午
前
中
の
み
）

特
設
人
権
相
談
所
が
開
設

さ
れ
ま
す 相 火

火
―――
1
0
 

7
月
31
日
の
間
に
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い
方

（
一
週
間
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
を
除
く
）
。

支
給
額
／
要
介
護
3

3

万
円

要
介
護
4
、
5
:
.
5
万
円

要
介
護
4
、
5

（
非
課
税
世

帯

）

：

’
．．．．．．．．． 

10
万
円

＊
こ
の
他
、
社
会
福
祉
協
講
会
よ
り
1

万
円
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
期
間
／
8
月
1
日
1
8
月
31
日

＊
申
請
書
は
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り
ま

す
。

問
合
せ
／
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

（
内
線
1
5
3
)

図書室

心
配
こ
と
相
談

16
日
（
月
）

23
日
（
月
）

人
権
擁
護
委
員

主
催
／
水
戸
地
方
法
務
局

水
戸
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

問
合
せ
／
町
長
公
室
（
内
線
2
1
3
)

相
談
日
／
毎
週
金
曜
日

場
所
／
健
康
福
祉
セ
ン
タ
—

「
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
」

ー
階
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

時
間
／
午
後
ー
時
30
分
1
3
時

※
第
ー
金
曜
日
の
み
弁
護
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
（
要
予
約
）
相
談
無
料

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

6

(
2
6
6
)
3
0
2
l
 

休
館
日
／
7
月
9
日
（
月
）

20
日
（
金
）

30
日
（
月
）

8
月
6
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
午
前
9
時
30
分
＼

午
後
4
時
30
分

貸
出
期
間
／
2
週
間

(l
人
3
冊）

含
夏
休
み
期
間

(7
月
20
日
5
8
月
31

日
）
は
、

貸
出
時
間
を
1
時
間
延
長

し
、
午
後
5
時
30
分
ま
で
ご
利
用
で

き
ま
す
。

‘̀ 布ああらいマIJンカート
ー，，目から什ーヒスが1さしまります一

従来の「大洗サービス会」と「大洗フラワースタン

プ会」の2つのサービススタンプ事業が統合され、嗅

内最大のポイントカード会「おおあらいマリンカード」

が7月1日からスタートしました。

加盟店舗でのお買い物の際に 100円に対し 1ポイン

トを提供。5ポイントで完成するクローバー型のマー

ク70個 (350ポイント）で満点となり加盟店で500

円分の買い物ができます。年会費・カード発行などは

無料です。

また、 「イルカマーク教育福祉助成券」を設定。満

点カードの一部 (l0円分）が町内の小中学生や高齢

者団体などの活動に利用されます。

問合せ大洗IIIJ商工会合266-171l 

夢睾委委参睾睾
~~\摯娑睾睾睾睾怠

睾 滲 委 委 参 参 睾
姜睾睾拿苓笙睾夢
全巳睾睾参参拿等夢

攘 夢 攘 綾 睾 夢 睾

◎5ポイントで1マークが完成

◎5ポイント X70マークで満点となります

2001.7.3 広報おおあらい (14) 



仕
氏同参圃ダi 念年 忍
両 。1.7

少子化を考える
安心してfどもを産み育てられる

社会環境とは

今
日
の
社
会
で
は
、
私
た
ち
は
自
分
の

生
き
方
を
自
由
に
選
択
で
き
、
単
身
の
生

活
で
も
特
に
不
便
さ
を
感
じ
る
こ
と
な

く
、
快
適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
女
性
全
般
を
み
て
も
、
高
学
歴
化

や
就
業
率
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
価
値
観
が

大
き
く
変
化
し
、
未
婚
、
晩
婚
化
の
傾
向

が
み
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が
少
子
化
の
進
行

の

一
因
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
の
労
働
力
人
口
は
、
大
学
卒
業
時

に
第
ー
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、

20
代
半
ば
の

結
婚

．
育
児
期
か
ら
減
少
し
、
育
児
が
落

ち
着
く
40
代
に
第
2
の
ピ
ー
ク
を
む
か
え

ま
す
。
こ
れ
を
、

M
字
型
曲
線
と
呼
び
ま

す
。
雇
用
の
平
等
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
育

児
休
業
制
度
、
短
時
間
勤
務
な
ど
の
条
件

整
備
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
台
形
型
曲
線

を
描
い
て
い
ま
す
。
主
要
な
先
進
国
で
M

字
型
曲
線
を
描
く
の
は
、
日
本
や
韓
国
な

ど
少
数
で
す
。

結
婚
、
出
産
に
つ
な
が
る
少
子
化
の
進

行
を
抑
ス
る
に
は
｀
「
男
は
仕
事
、
女
は

家
庭
」
と
い
う
日
常
生
活
の
差
別
や
偏
見

を
な
く
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
男
性
が
家

事
を
す
る
時
間
が
世
界

一
短
い

(l
日
31

分
）
こ
と
に
映
し
出
さ
れ
る
よ
う
に
、
家

事
へ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
の
取
り
組
み

も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
出
生
率
の
低
下
の
要
因
と
い
わ

れ
る
「
育
児
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
」

「
働
く
女
性
を
支
援
す
る
制
度
設
備
が

不
十
分
」
な
ど
に
は
法
律
や
社
会
保
障
制

度
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

政
府
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
支

0 

労i動力
比率（％）

90 

80 

70 

60 

50 
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20 • 

女子の年齢別労慟力人口比率 （比較：M字型・台形型曲線）
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10 

゜15~ 20~ 25~ 30~ 35~ 40~ 45~ 50~ 55~ 60~ 65歳
19 24 29 34 39 44 49 54 59 64以上

援
す
る
た
め
、
保
育
所
の
待
機
児
童
数
の

大
幅
な
削
減
や
学
童
保
育
施
設
の
増
設
な

ど
の
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
「
浜
っ
子
す
こ
や
か
奨
励
金

基
金
制
度
」
を
設
け
対
応
す
る
と
と
も
に

子
育
て
支
援
事
業
「
目
指
せ
元
気
っ
子
」

な
ど
を
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
す
く
す
く
」

の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
進
め
て
い
ま

す。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
、
産
み

育
て
や
す
い
社
会
環
境
の
実
現
に
は
、
安

定
し
た
家
庭
生
活
、
仕
事
や
社
会
参
加
を

男
女
が
共
に
担
う
社
会
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

長くつをはいた各 l

S蕊ぞ•

●大洗文化センター●

文
藝
春
秋

「
父
」
は
な
ぜ
「
聖
水
」
な
ど

を
信
じ
た
の
か
。
死
に
ゆ
く
者
に

と
っ
て
信
仰
と
は
、
救
済
と
は
何

な
の
か
。
芥
川
賞
受
賞
作
を
含
む

四
篇
を
収
録
。

長
ぐ

つ
を
は
い
た
ネ
コ

シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー

ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
・
ル
ネ
ッ
リ

末

松

氷

海

子
徳
間
書
店

ま
す
し
い
粉
屋
が
し
ん
だ
と
き

す
え
む
す
こ
が
も
ら
っ
た
の
は
、

一
匹
の
ネ
コ
だ
け
で
し
た
。
イ
タ

リ
ア
の
若
手
画
家
が
斬
新
な
絵
を

そ
え
た
楽
し
い
昔
話
絵
本
。

文絵作

fl266-2442 

聖
水

(J 

青

来

有

一

著

R

藝

紹

介

町の人口と世帯
(6月1日現在）

人 口 19,921人(-8) 

男 9,859人(+2) 

女 l0.062人 (-10)

世帯数 6,702世帯(+ 7) 

転入 61人 転出 65人

出生 8人 死亡 18人

四

月 日躍 催事内容 開始時間 開催場所 入場方法

7 27 金 運転免許証更新時講習会 830~ 大会議室 関係者

l水 全国学校合奏Jンクール茨城大会 930~ ホール 関係者

8 4土 吹奏楽練習 900~ ホール 関係者

5日 学習会（予定） 1300~ ホール 関係者

固定資産税（第2期）

下水道受益者負担金（第1期）

国民年金(7月分）
苫

納期は7月31日までです。

(l 5) 広報おおあらい 2001.7.3 
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ウニや貝などを噛み砕いて食べてしまうほどの、かたくて強い
くちばしのような歯を持つイシダイは、黒い縞模様をしています。
ところで、この縞模様は縦縞、横縞のどちらでしょうか？
魚には縦縞と横縞がありますが、どちらがどちらか迷ってしま

いがちです。そのような時には、頭を上にして魚を立ててみると、
イシダイは横縞模様というように、縦か横かがよくわかります。
また、イシダイの縞模様は、幼魚の時には非常にハッキリとし

た黒い縞模様ですが、年をとるにしたがって縞模様がだんだん薄
れてきて、体全体が灰黒色になります。オスはほとんど縞模様が
消えてしまい、メスではうっすらと残るので、オスかメスかが縞
模様を見ることでわかります。水族館で大きくなったイシダイを
見かけた時には、よく観察してみてください。
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